
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 2 5 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0
10 * 0 0 2 2 0 0 1 1 1 2 2 0 0 0
20 * 1 7 4 8 5 6 2 1 4 5 2 1 4 0
77 * 1 6 5 9 2 2 4 0 1 1 2 1 0 0
99 * 0 0 7 13 1 2 4 1 4 5 0 0 0 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
31 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
34 0 2 4 2 4 3 3 1 1 0 1 2 1 0 0
70 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 0 1 6 14 3 5 0 3 7 10 2 1 1 0
11 * 0 1 8 12 1 3 2 0 2 2 5 3 0 0
35 * 1 4 1 5 0 0 1 1 2 3 1 2 0 0
55 * 0 2 6 11 2 2 1 0 4 4 0 0 1 0
67 * 0 0 4 5 4 5 2 3 4 7 0 0 0 0
5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 2 4 2 2 0 1 1 2 0 0 0 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 2 4 1 2 0 1 3 1 3 4 3 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 0
3 12 29 54 12 18 9 9 23 32 11 6 2 0

Team / Coach: 村上　和之 -
合　　　計 79

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

RATE 25.0%

-

-

53.7% 66.7%
200

0

井林 宥輔 6 12

38
大八木 誉之 12

大西 孝信

38
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宇波 孝敏 0 0
丹羽 基貴 8 22

18

森岡 裕大 15 29

ST MINTO AS

松岡 治宏 2

小林 礼秧 14
柳内 龍馬 5

REBOUND３Ｐ BS

石川 琢巳 17 37

3

京都産業大学
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Team / Coach: 行広　伸太郎
合　　　計 69
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今川 直登 0 12

藤田 兼士朗 15 33
藤原 卓弥

-

0 - -

西原 一清 0 6
國仲 昌太郎 13 24
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合田 怜 16 40
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後藤 翔平 4 14

北川 元気 15 34

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

澤邉 圭太 6 25

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

1部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2013.09.14
大阪学院大学開始時間 16:00

会　　場 京都産業大学体育館

大阪学院大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点2 勝ち点2試 合 ＮＯ114

69 79

敗チーム

京都産業大学

男子

戦評
第1ピリオド、序盤は両大学ともにトラベリングなどのミスで得点が伸びなかったが、京都産業大学は#8森岡のシュート
などで得点するが、大阪学院大学もジャンプシュートを確実に決め喰らいつく。京産大は＃8森岡の連続得点で得点
を決めていくのに対し、大院大#99藤田のバスカンや#7澤邉のジャンプシュートで得点するが、16一19で京産大リード
で第1ピリオド終了。
第2ピリオド、両大学ともに合わせのプレイからの得点やスリーポイントなどで接戦の状態が続く。京産大#6井林のバス
カンで勢いにのるかと思われたが、大院大もしっかりとしたディフェンスからの得点で得点を重ねる。大院大はなかな
かシュートが決まらない一方で、ディフェンスリバウンドからのファーストブレイクや#11石川のバスカンで勢いづいた京
産大は、途中出場の#5松岡のフローターシュートなどで連続得点し、第2ピリオドを39－29京産大9点リードで終える。
第3ピリオド、大院大は出だしからディフェンスファウルやオフェンスファウルで点が取れない中、京産大は#11石川の
ファーストブレイクで得点し、さらに石川のアシストで#55小林の得点でリードを広げる。リバウンドにルーズボールと泥
臭いプレイから得点を重ねる京産大の勢いをなかなか止めることができず大院大はタイムアウトを請求。京産大は#11
石川が基点となり、リードを守ったまま、第3ピリオド終了。
第4ピリオド、最終ピリオド最初の得点は京産大#11石川のバスカンから始まる。しかし、大院大#7澤邉も負けじとスリー
ポイントを決めるは。大院大#20合田の活躍もあり一時は一桁差まで詰め寄るが、京産大#11石川のバスカンや#34丹
羽のスリーで再び二桁差とする。大院大は流れを変えるためタイムアウト。66－52で京産大リード。しかしタイムアウト
後もファウルが重なりなかなか流れを引き寄せることができない大院大。大院大は#20合田のスリーに続き#34國仲が
連続でスリーを決めオールコートプレスで相手のミスを誘い好ディフェンスを連発するが、点差届かず70－78で京産
大が勝利を収めた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

後藤　匡雄(大産大)戦評堀内　純 副審 藤原　健司

記録


